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               1.緒     言

 燭媒 を使用する合成化學は最近著しV磯 達をなし,そ の工業化が着々實現 されつ 」あるが)

その工業化に際して最 も重要な問題の一は反慮櫨の設計である.抑 汝化學反鷹には夫 々最適温

度及び璽力があつて,こ の歌態の下に於て最 も有敷な反鷹 を起 す。勿論 この最適歌態の範國に

は廣狭があつて,或 場合には相當廣V・範團に於て有敷な反磨を起す こともあるが,或 場合には

その範園が極めて狭 く)こ の歌態か ら少し異ると全然反鷹を起 さなV・様なこともある.こ の最

適範圏が廣v・場合には装置の設計に大 きな困難を俘はなv・が,若 しこの最適範團が独v・場合に

はその反慮塘の設計に多大の苦心を要する・例へばFischer法 によるガ ソリンの合成に於て

はコバル ト燭媒又は鐵鰯媒 を使用し)璽力1at.の 下に約1800C又 は24ぴCで 反鷹せしめるが,

この場合の温度攣化の許容範園は籔度に過ぎない.自口ち温度が最適温度 より撒度異る時は最早

目的とするガソリンが得 られない しか もこの最適温度は鰯媒使用中に礎化する疫め時間 と共

に多少調節せねばな らぬ.然 るに反磨櫨内の温度は決 して一檬でな く場所によつて異る.從 つ

て この場所による温度の差 を数度の範園に保持せねばな らぬ.こ の爲には反磨櫨の傳熱壁 を密

接して設 けねばな らぬからその構造が複難になる.こ れに反 しバナジウムを隅媒 として硫酸 を

製造する場合には温度範園が廣 く450～5500C位 である・ 從つ て斯檬な場合の反鷹櫨の設計は

比較的容易である.ガ ソリンの合成に際 しては可な りの反磨熟を獲生す る。然るに化學實験室

でこの實験 を行ふ場合には熟損失が大であるため常に加熟する事 によつてこれを最適温度に保

持する必要がある・然るに中間工業試験例へば毎時100m3の ガ スを使用する如き反鷹櫨に於て

は充分な熱絶縁を施せば嚢生熟量と損失熟量 とが略ヒ釣合ふ位である.更 に實際工業に使用す

る1000m3反 鷹櫨 に於ては獲熟量が損失熟量 より多V・ため適當な冷却を行はねばならぬ.從 つ

て反鷹櫨の設計にはその傳熟歌態を充分研究 してお く必要がある.

 斯の如 く傳熱問題は化學工業に於て屋々重要な役割 を演するに拘 らす,現 在 まで これに關す

                   (124)
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る研究が極めて少V・のは,化 學反慮 そのものの研究のため他を顧る蝕裕がなかったか らであ ら

う.製 造化學の工業化の成否が熟の利用如何にか 」り,傳 熱問題がその主要な一役を捲ふ事 を

老へ,筆 者等は現在曜媒充填暦の傳熱問題の研究 を進めてゐるが,そ の一端 として燭媒の熱傳

導卒の測定方法 と測定結果に就て述べる.

             2・ 比較 法 とその理 論的 考察

 此較法 とは熟傳導牽の既知なる物質 と未知なる物質とを比較して未知の熟傳導率 を知 らんと

する方法で,比 較的簡軍で精密な結果が容易に得 られる方法である.第1圖 の如 く熱傳導牽及

び厚 さが夫 々 λ、,λ2;SDS2な る二平板 を重ね合せ,上 下の面の温度を夫々

なlb繍総 熱綴灘 膿驚 鷲嘉:曲(エ)ヨ
縄 は相等しく沮 つ。方敵 直角な臆 の断敵 鮒 る澱 は淀 であ 臥i

るから次の關係が成立する.         第1圖

    炉1豊 飽   (・)
蝕 に θmは 爾 板 に接 ずる面 に於 け る温 度 を示 す.式 中 のSDS、,θ 、,θm及 び θbは 測 定 禺來 るか

らう第 一 の 平板 の 熟 傳 導 率 λ、が 既 知 で あ る時 は 第 二 の 平板 の 熟傳 導 率 λ,を容 易 に求 め る事 が 出

來 る・ 又 若 し λ2が既 知 な る時 も同檬 に し て λ、を求 め る こ とが 出來 る.

 次 に 側 面 よ りの熟 損 失 が なV・時 は式(1)よ りθmは 次 の 如 くに な る.

    一+卸  ②
       1+天 可

 然 るに實際には側面よりの熱損失があ 鉱 冷却の影響を受けて實際に示す盗度 θ'm(二平板

の接する面の中心に於ける温度)は θmと は異 る筈である.即 ち θmの 代 りに我々は測定に際

して θ'mを知るのであるか ら,式(1)に 於て θmの 代 りに θ'mを代入する時は或誤差を俘つ

て くる筈である.故 にこの誤差を或一定の限度内に止めるには二平板の寸法 を如何にとればよ

V・か と云ふ問題が起る.棚 澤博士の研究によると熱傳導率の測定値の誤差を1%以 内に止める

爲の條件は次の如 くである・

    ・茜 隅 の場合 轟 ≧・

    語 喧 含・の場合 。♀、≧・・

                   『(125)
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蝕にDは 圓板の直径である.

 これで知 られる様に爾 平板の傳熟導卒及び厚さが等しV・時は平板の厚さにi封して直樫が比較

的小 さくても誤差が少V・が,爾 平板の熱傳導率及び厚さの差の大 きい時は圓板の直樫を大なら

しめる必要がある.丙 してD/(s1十s2)を10よ り大きくすれば安全であるが)實 験に際 して試

験板の厚さを鹸 り小にする時は,二 平板の間に挿入 した温度測定用の熱電謝 の指示温度が爾板

間に介在 する物質によつて影響されて誤差が大きくな り,叉 工作 の精度の鮎か らも厚 さを相當

大きくとる事が望 ましV・.從 つてこれに相當 して圓板の直脛 を大き くせねばならぬが)試 験板

を大 きくすることは時にはその製作上か ら難貼があり,又 これに必要な加熟板を大 きくするこ

とは攣形 その他の窯か ら望ましくなv・.故 に實際問題 としてはD/(s1十s2)の 値 は出來るだけ1」・

さい方がよV・・以下 λ、,λ2,S、及びSaが 夫々任意の有限な値を有す る場合に就て考へる・

 第2圖 に於て圓板の申心軸をX軸 にとり,圓 板1及 び πの熱傳導率     、。

をλDλ,,厚さをs、)s2,直樫 をDと し, x軸 に直角な断面の位置 を表 は
                              1

すX、 及 びX2を 圖 の 如 く夫 々外端 面 か ら測 る もの とす る.而 して任 意
                              1

の断面における温度 を外氣温度を基準として夫々 θ1及び θ2とし)爾

外端面は加熱叉は冷却によつて一定温度 θa及び θbに 保つ ものとす   .

                                 第 2圖る
.然 る時は圓板1に 醤 して次の微分方程式が成立する.

    dl多+÷ 讐+馨 一・ (31)

而して限界條件としては

    ,:鵬 鮒  ω
式(4、)でr謡r。 の時 θ、=0な ることは外側面の温度が外氣温度に等しV・事を示 してゐてこれは

側面の熟傳達率が無限大の場合の欣態で實際には側面温慶と外氣温度との闇 には一定の差があ

る・しか し物質の熱傳導が小 さく)側 面の熱傳達傘が比較的大きい時はr=roに 於 て θ1室0の

條件が成立 し、しか も誤差の研討には安全側にあるから敏ではこの條件が成立するものとする・

次に圓板 皿に封 しては上 と同一形の微分方程式及び境界條件が成立する・印ち

    讐+÷ 警+讐 一・  (32)

    =∴ 驚 二急} ㈲
次に爾圓板の接燭面に於ては温度分布の相等しいこと及びこの面における熱傳導の條件から次

                  (126)
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の二式が成立する.

    ll献 二鷺1嘉)_} ⑤
式(5)の 第 二 式 に於 て右 邊 が負 號 に なつ て ゐ る の はx、 とx2の 方 向 が反 蜀 の爲 で あ り,(θ、)x、=s、

等 はx、ζs、にお け る θ、の 値 等 を 示 す.

 式(3、)を 解 くた め に         ・

    θ1=～ρ1(r)ψ1(x1)           (6)

とお く.但 し φ、(r)はrの み の函 籔,ψ 、(x、)はx、の みの 函 籔 を示 す.式(6)を 式(3、)に 代 入 す

る と次 の如 くに な る.

    去(d2φ・+■dφ・d♂  r dr)+翌慧 一・  (・)

式(7)に 於 て第 一 項 はrの み の函 籔 で あ り,第 二項 はx、 の み の 函 撒 で あ るか ら式(7)が 成 立 す

るに は次 の 二 式 が 成 立 す れ ば よv・.但 しnは 定 数 を示 す.

    ・讐+吉 讐+㎡ 砺一・'

    欝褥 ・   (8)
式(8)の 第 一式 は零 次 のBeSSel微 分 方 程 式 で あるか ら φ、は次 の 如 くに 與 へ られ る.

    φ1=A'1∫o(nr)十Bl'Yo(nr)

蝕 にA'、 及 びB'、 は積 分 定 撒 で,J。(nr)及 びY。(nr)は 夫 々零 次 の 第 一 種 及 び 第 二 種 の 圓塒 函 籔

を示 す.而 してY。(nr)はr=0に 於 て 無 限 大 とな る.然 る に今 の 場 合 は 圓板 の 中心 に於 て温 度

は 無 限 大 に は な らぬ か らB'、=0で な けれ ば な らぬ.從 つ て

    φ1=A'エJo(nr)       (9)

叉 式(8)の 第 二 式 の 解 は 次 の如 くに な る.但 しC'、 及 びD'、 は積 分 定 籔 を示 す.

    ψ1=C'1sinh nx1十D'ユcosh nx2      (10)

式(6M9)及 び(10)か ら θ、は次 の如 くに な る.

    θ、=φ、ψ1;Aln(sinh nx、十Bln cosh nx、)Jo(nr)       (11)

鼓 にA、n及 びB、nは 夫 々積 分 定 数 を示 す・ 然 るに式(4、)の 第 二 の境 界 條 件 巳口ち外 側 面 温 度 が零

な る條 件 か ら

    鷺 あ(N)=o} (・・)

部ちNは 」。(N)謂0の 根 を示す.故 に θ、の解 は次の如 く與へ られる.

                   (127)



           化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 三 輯

    1鳶 響+聯N瓦 脚)} 働
鼓 に Σ はJo(N)詔0の 総 て の根 に封 す る和 を示 す.

 次 に式(4、)の 第 一 の 境 界 條 件 か ら次 式 が 成 立 す る,

    θa=。ΣAln Bln Jo(NR)
      N

上式に任意函籔 を圓壌函激の級籔として表はす公式 を用ぴると

    へ・B・・-N」呈N)佐  (玖 ・

以 上 と全 く同一 の手 績 に よつ て式(32)を 解 くと家 式 を得 る.

    贈 聖1野 鴫 脚)} ㈹
          2

    A・nB・n'NJ、(N)θ ・  (14・)

更 に 式(13、)及 び(13,)を 式(5)に 代 入 す る と次 の 二 條 件 式 を 得 る.

    Aln(sinh NS1十Bln cosh NS1)=A2n(sinh NS2十B2n cosh NS2)      (151)

    λ1Aln(cosh NS1十Bln sinh NS1)需-λ2 A2u(cosh NS2十B2n sinh NS2)… …(152)

    但 し S1=s1/ro) S2=s2/ro

以 上(14、),(14、)(15、)及 び(15,)の 四 式 か ら夫 々 のNに 封 す る 未 知 定 籔A、n, B、n, A,n,及 び

B2nの 値 を 求 め る事 が 出 來 るか ら)こ れ らの 内A、n , B、n叉 はA、n, B、nを 夫 々 式(13、)及 び 式

(132)に 代 入 し 》X、=S、 叉 はX2=S2と し)R=0と お け ば 所 要 の 温 度 θ'mを 求 め る事 が 出 來 る.

 以 上 は 一 般 論 で あ る が)特 別 の 場 合 を 除V・ て は 爾 板 の 厚 さ を 等 し くす る の が 普 通 で あ る か ら}

次 に は こ の 場 合 の み を 考 へ る.帥 ち

    s1=s2=s,  S1=S2=S          (16)

而 し て λ、と λ2と は 同 一 で なV・ か ら そ の 比 をkと す る.帥 ち

    ム=k
    λ2

として上式を整理すると結局亥の結果が得 られる.

    〃m一緬}誌n鵠 …hN・(kθa十 θb)一叫+砺 ・・  (1・)

但し …f輪 型 課S)融N・1 

(、8)
    町 、睾ボ(1-tanh2NSNJ、(N))…hN・}

                    (128)
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 次 に θ'、nが熟 博 導 率 に 及 ぼ す影 響 こ就 て 考へ る.式(1)に 於 てs、調s2,θm=θ'mと お けば

    あ一縞 ひ 一鼠濃1…畿 る (・・)

とな る.次 に θa詔0の 時 と θb謂0の 時 とに 就 て考 へ る.

 1) θa=0な る時,こ れ は下 面 を加 熟 し上 面 を外氣温 度 まで 冷 却 す る場 合 で あ る.而 して こ

れ を更 に二 つ の場 合 に わ け

 a.圓 板1が 標 準 板,即 ち λ1が既 知 な る時

        亀一 、雲隷

 b.圓 板 皿が 標 準 板)即 ち λ2が既 知 な る時

        炉1孟 瓢

 2)θb=0な る時,こ れ は上 面 を加 熱 し下 面 を外 氣温 度 まで 冷 却 する場 合 で あ る.

 a.圓 板1が 標 準 板)自 口ち λ、がi班知 な る時

        λ,-1-m・ λ1
           ml

 b.圓 板 皿が 標 準 板,帥 ち λ2が師 知 な る時

        炉 、讐諦

從 つ て λ、を未 知 熟 傳 導 牽,λbを 既 知 熟 傳 導 率 とすれ ば 次 の如 く表 は され る.

    λa==1λb            (20)

 蝕 に1は 上 述 の諸 場 合 に よつ て異 り

i灘;lil l一
で あ る.次 に誤 差 を表 はす の に次 の方 法 を用 ひ る.帥 ち λ。の 眞 實 の 値 を λatと す る時

    誤差 ・%」 許 ・…  (22)

今例 ・して・一÷の場餌 つき鰍 の・に凱 辰 の慨 講 し咽 示すると第咽 の

如 くになる.術 この外kの 種々の値に就て計算した結果次の事がわかつた.

 1.kの 値は成る可 く1に 近い方がよV・,帥ち標準板としてはその熱傳導率が成る可 く試験板

                   (129)
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の熱傳導率に近V・ものを選ぶ必要がある.

      工                             s  1
2・5>k>万 の範園に於て誤差を1%以 内に止めるに必要なSrは 百 で充分である・

 3.熟 傳導率の大 きv・方の平板を低温側にお く時は反劉にお く時よ り誤差が小になる.

 {匁實験に當つて問題 になるのはk嵩 λ1/λ2の値    60

である.kの 値が非常に大 きv・か叉は小さい時   59

自口ち爾園板の熟傳導率が著 しく異る時はその厚    (らり)
                       50

さが相等 しいとすると熱傳導牽 と逆比の關係で   20

澱 差姓 挑 か ら・非常に大齢 澱 差 襖 ・'o(ぷ)

へざる限り謙 鱒 率の大き咽 棚 の温麟 鎧(リ)
。

下 力小 さ く測 定 上 の誤 差 が 天 き くな る と共 に そ  一(ロ い)2・ 

の少 し の誤 差 で も結 果 に大 きV・影 響 を與 へ る.  一ヨ〇

                      -40
又熱傳導率の小 さい方の平板の厚 さを薄 くして
                      一50 

爾平板における温度降下を近づけることも考ヘ  ー6。

られ るカ㍉ 鞭 そ の他 の 黒占か ら感 醐 勅 い. 第 ・圖s1-・ …/・ ・一÷

                          曲線a  θa=0  λ1既知
故に標準板 としてはその熱傳導率が出來るだけ       曲線b θ、睾0 λ2既知

試験板の熱鱒 鞭 いものを選ぶが蜘   齢ll=81麟

             3・ 標 準 板 の 熱 傳 導 率

 比較法によつて物艦の熱傳導率を測定するには標準板の熱傳導牽の精密な値 を知つてお く必

要がある.こ の標準板の熱傳導率は第4圖 及び第5圖 の如き装置によつて測定した.第4圖 に
 号

於て貯水槽1(容 積約601)に 賠へられ光水は管2を へて電動機3に よつて駆動 されるポンプ4

に入 り管5を 維 て試験皇6中 に逡 り込まれ,これ を冷却した後管7及 び9を 維て貯水槽 に臨る・

                       8は 放水 コックである.本装置を循環す

      "託'㎝'一  ,  る水の温度の攣動を0.1。C以 下に保つ

    「                  ため,水 盗 を室温よ り可なり高 く保つ

        7      場合贈7の 榔 に加熱用の二如 一

            ・       , ♂ ム緑 をまいて損失熟量を補 砺 室温 と

                    一 一・ 同程度叉はそれ以下の時 には冷水 をタ

                    r一 ンク中に加へて加減 した.試 験墓6の

        第 4 圖        詳細が第5圖 に示されてゐる.主 管a

                  (130)



          菅原 ・近藤:数 種 鋤 媒 の 熱 傳 導 率 の測 定

か ら分れた三本の支管6に よつて流水
                                    γ 1

路cに 給水し案内羽根eで 整流し一檬                                    ヂ

な流れ となつた冷却水は試験板gの 下

面を冷却 し二本の管dを 経て管7に 入

る.こ の冷却糧 齢 燃 量砒 して   .〆 κ1∂ ・

難 灘 鑛 灘 デ1メ豊馨 響
て無覗することが出來る・從つて一基          第  5 圖

準面fの 温度を一檬に保つことが出來る.試 験板gを 取團んで三個の加熱髄i,」 及びkが 設け

られてゐる.加 熱器j及 びkは 加熟器i中 に嚢生した熟量が外部へ失はれ ることを防ぎ)且つ総

ての熟が圓板 を正 しく通過する檬に設けた ものである.加 熟器iは その下端面の温度を出來る

だけ一檬にするため,圓 板 との接燭部に厚さ10mmの 銅板 を使用した・樹hは9と 同質のも

の より成る保護輪である.扱 實験を行ふには先づ×印容示 した所に設 けた熱電封によつて測定

した温度が相等 しくなる様に加熟器j及 びkに 入る電流を加減する.然 る時は加熱器iで 獲生

した熟量は総て試験板gを 通 るものと考へてよV・.次にgの 側面 よりの熟損失 を考へる・圖に

於て加熱器i及 びjの 夫 々の下面温度は(圖 中×印)上の加熱調整後は相等しv・.且 つhと9と

は同種の物質であ り)低 温度部は共にf面 で一定温度であるか らhの 外部 よりの冷却を考へて

も少 くもhの 内面の温度勾配は9の それ と等しいと老へてよV・.帥 ち9部 分よりh部 分への損

失はなv・と老へて差支なv・.・從つて加熟器iで 獲生 した熟は損失な く試験板gを 通 り水に傳は

ると考へ られる.又 圖中×印部の相甥する温度は○印部を相等 しくすればよV・事を知つたので

以下の實験では相野する○印部の温度を等しくする様にした.加 熟器iの 下端面及びf面 は夫

夫三ケ所で面に埋込んだ熟電封によつて温度を測定したが,そ の差は極めて僅 少で全面が一檬

な温度にあると考へて差支ない程度の ものであつた.使 用した熟電樹は直脛0.1mmの 銅 コン

スタンタン線で)そ の精度は0.15CCで あつた.

 今試験板の直樫 をD,厚 さをs,爾 面に生する温度差を4t,加 熟量をQと すれは,熱 傳導率

λは次式で與へ られる.

    λ= Qs

      ぼ脚 ・  (23)

加熱量Qは 加熱器中の電墜降下をEv,電 流 をIAと すれば

       860EI
    Q-1000 kcal/h   (24)

                    (131)
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である.こ の實験で最 も誤差を生 じ易V・のは測   92。

                       α'8

定面間に察氣暦の介入することであるか ら)こ ζ

纏 防 ぐため鋤 ・ラ・,ンを融 室氣・追 凱1 翼 も

出す檬 にして測定 した.          く 。、2

 標準板 として使用するため試験 した園板は有 叫 α'o
                        疏( )08      ㌧

機 ガ ラ スで その 寸 法 は次 の如 くで あ る.   璽
                      戚  α06
                                 0  主「実翰前
    D=0ユ8m》s=0.01433 m         鱒                                ×   室 雪耳を疲

 本品を選んだ理 由は實験結果から明 らかな檬   叙        比重 ^"

                        02。  」σ  和  ∫り  6・  知
に)そ の熱傳導率が以後測定 しようとする物質             平れ駿 、,

の熟傳導牽に近いので比較法の精度 を大ならし   第6圖 標準板(有機ガラス)の熟傳導率

第1表 標準板(有機ガラス)  める享が出來るか らである.然 し有機 ガラスの飲黒占は高温度

    の熱傳導率

     平均温度 熱傳導卒  における攣形が大きいことで)こ の爲高温度には使用出來な
      oC  kcal/mh。C               v

、.
      32.5     0.150

      36.0  0.1515   測 定 結 果 が第1表 及び 第6圖 に示 され る.試 験 板 の 平 均 温

灘 前ll:1
、1:111度 は力麟 及び水温欄 して攣化し綱 中の・印砒 較

      50・5  0・1≦9  法によつて燭媒の熟傳導率を實験 する前に行つた測定 によつ

      30●5  0'147  て得た値で あり,× 印は該實験終了後の測定値 である.こ れ
      32.5     0.1545
主實験後  37

.8  0.153  によつて主實験中には有機ガ ラスの攣質等 による熟傳導率の

      42.5     0.158               攣化は殆 どなかつた と考へてよV・.

              4.比 較 法に よる實験 装 置

 第7圖 は實験装置の読明圖でaは 標準板,bは 試験板, cは 加熱器, dは 冷却板である・加熟

器cは 電熟によつて高温に保持され)冷 却板d

は冷却水によつて低温に保持 されるか ら熱は上  

方 より下方へ定常的に流動 し各板面の温度が一  

定となる.こ の温度をその中心部で測定 し次式

によつて熱傳導牽 を計算する.

  ・・一磯 …窪  (25)

鼓に λ。は標準板の熱傳導率,λbは 試験板の熟 

傅騨,θ 、蹴 験板の上面醸 θ。は標準板 第咽 比轍 によ襯 鱒 糊 定装置

                   (132)
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の下面温度,θmは 二板の接隅面温度で,何 れ も板の中央で測定した値である.こ の實験に於

て最 も誤差 を生 じ易V・のは熱電封の装置される板面間に室氣暦が介入することである.こ れを

防 ぐため爾者がパ ラフィンを吸牧しなV・場合にはその間に パラフィンを流 し込み,然 らざる場

合には乾燥硅藻土で充たして室氣暦の出來なV・様に努めた.爾 粉末 を使用する時は必要以上に

中聞暦が厚 くなるか ら夫 々の面に熱電塁銑 端を錫箔で包み)糊 で貼 りつけて測定 した.實 験に

使用した熟電翼線は標準板の熟傳導率の測定に用ひたと同檬に直樫 α1mmの 銅 コンスタンタ

ン線である.

              5・ 實 験 結 果

 實験・ご使用 した物質はガソリン合成用の鐵燭媒 コバル ト鰯媒,硫 酸製造用のバナヂューム

燭媒並・ここれ らの燭媒の捲燈 として使用され    第2表 畷媒の熱傳導率kcaVmh。C

・藤 土でそ嚇 分漱 の姐 である. 酬 平響 馴 醜 差、難謄 灘 ヒ轟 量

・・ ガ… 舗 用鐵囎    1;:lil:l l:llll
。.798

   Fe 100%Cu 25%, Mn 2%        65.5  17.7  0.0812

   硅 藻 土125劣            鐵  54,0  18.5  0.0789

                         66、7      21.9     0,080⑪     0.786

 b. ガ ソ リン合 成 用 コバ ル ト隅 媒        75,5  27.1  0。0837
                      鰯

   Co 10096, Cu 10%) Th 5劣,         40.4   17.8  0.0618
                                       0.672

   q・ ・2・%藤 土 ・25%  媒48・8 17'20'0583

・・ 硫麟 用バ肺 一ム囎   ll:l ll:ll認 ・…8

   硅 灘70%K・PO・20%V・0・10%  4。.。 _ 。.。976。.977

d・ 硅 藻 土 とい つ て もそ の 種 類 に よつ て こ  32
.、h6.6。 。⑪927 ,

      コ
 OI6

      ノぐ    54.0     16.8     0.0937

宣         ト     62.3      15.7     0・0910     1・015

叢.醜

  尾伊 砂 憩温 ∴" " 巳. 学 55.5 ・2.9 ・.・蔓8 0・940

       ;島戊 ヒ熱惇』辱率ヒの配涼               ム     57.2     14.2     0.140

灘 磁 螺 ・バ・ヂ… 媒 腰ll:稲:l l:lll

                    (133)
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れ を捲髄 として製造した燭媒の活性にぼ相違   第3表 硅藻土の熱傳導傘kcal/mh。C

がある.ガ 。,ン鍼 脳 媒の雛 、して大 繍 不轡 温轡 ・蓄繕 蔑 比轟 量

き轍 を與一るもの雄 灘 へ 瀧 の悪 ll:l ll:l l:llll襯

い もの を硅 藻 土Bと 名 付 け る こ と 」す る.試   58
.8 15,0 0.1008

験 板 は乾 燥 粉 末 を セ ル ロ イ ド枠で 側 面 を作 つ     63・2  13・O  O・1002

                         73.9     20.9    0.1015    0.612

た 内 に 入 れ た もの 及 び水 練 り後 板 扶 として 乾  A  39 .0  13.7  0.0989

燥 した もの 鼠二 種 で あ る.水 練 りに よる場 合     45・2  13・8  0・0968

は 一檬 な試 験 板 が得 難 く如 何 に して も試 験 板     37'9  20●5  0●0712  0.446
                         44.0      20.5     0.0712

中の小氣泡 を完全に除去する事が出來なかつ  452 16.6 0.0812 0.563

た・第2表 及第3表 に實験結果を示す・       46.1  15.5  0.0837

 第8圖 は温度 と熟傳導牽との關係を示す線     54・3  14・6  0・0843
                         59,4    】4.4    0.0852    0.565

圖 で○ 印 は ガ ソ リン合 成 用 鐡 暇 媒,⑭ 印 は ガ  B  33.4  15.0  0.0844

ソ リン合 成 用 。,・ル ト灘,。 印 は硫 酸 製 造  39・3 14・3 0・0833

                         36.4    13.7    0.0682    0,39用 バ
ナ ヂ ウ ム燭 媒,△ 印 は硅 藻土 へ ▽ 印 は

                         48.6     12.3    0.0987     0.613

硅 藻 土Bで あ る.こ れ に よつ て知 られ る事 は

この 實 験 の温 度 範 團 で は温 度 が熟 傳 導 率 に 及 ぼ す影 響 は極 め て小 で あ る 、 これ に 反 し比 重 量 が

 。・                     熟 傳 導 率 に 及 ぼ す 影 響 は著 しV・事 が

            、            認 め られ た ので 同 一一一材 料 で比 箪 量 の
 す。1。             、・      -

1- …レ'傷z牙 襟 轡 纒;禁欝 灘
      △一                                       _一_                    一一 一 糠          

'

畷・。・                   一… 實験 した.第9圓 はその結果で圖申
           /

        ・                の記 號 は 第8圖 と同 一 で あ る,こ れ  。乱。3   。4   。5   。6   ・7   。」   ・9   99   口

          。婁鵡 轟 曙,   によつて熱傳騨 は比蝿 と共囎

         第  9 圖          加することが判 る.

                6.綜     括

 1)比 較法によつて熟傳導率を測定する場合の誤差に就て理論的老察 を行ぴ,次 の結論 を得

た.

  a)標 準板 と試験板 との厚さを同一にする場合,爾 板の熟傳導率の差 は成る可 く少V・方が

よv・.

                   (134)    、
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  b)試 験板 と標準板 との熟傳導牽の比が5又 は5以 内の場合(厚 さは同一とする)理論測定

誤差 を1%以 内ならしめるには板の牛樫(圓板 とする)と厚さとの比は6よ り小ならざる檬にせ

ねばな らぬ。

  C)熟 傳導率の大きい方 の板を低温側にお く時は反野側にお く時よ り誤差が小である.

 2)標 準板 として使用する有機ガラスの熱傳導率を絶劉法によつて30～50。Cの 範團に測定

した.

 3) ガソリン合成用の鐵鰯媒,コ バル ト鰯媒,硫 酸製造用の バナヂューム鰯媒及び二種の硅

藻土につきその熟傳導率 を30～80。Cの 範園で測定した・その結果熟傳導率に及ぼす温度の影

響 は比較的小であるが》比重量の影響は著 しV・事 を知つた・

                   (135)


